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D 121 遠赤外線照射時の局所発汗量の検討
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【目的】　各種波長の光はその波長特性を利用して、様々な分野に利用されており. 遠赤

外線は、加熱及び乾燥の有効な方法として注目されている。衣料分野では、セラミックな

どが布団や防寒衣料に使用され、保温性の観点から検討されている。その他では、サウナ

スーツなどに遠赤外線が利用されているが、発汗との関係について検討している報告は少

ない。一方、皮膚温は汗腺の汗分泌活動に影響を与え、皮膚表面の加温によって、発汗量

が増加することが知られている。熱mの波長特性は皮膚への浸透性に影響を与え、汗腺へ

の鮑到達度に関与すると思われる。そこで本研究では、遠赤外線放射熱による局所発汗量

についての検討を試みた。

【方法】　被検者は健康な成人男子４名。放射熱源に炭化けい素を用い、光学窓（CaFs ）

とフィルターを介することによって波長を可視光線と約1 0μmまでの遠赤外線に限定した。

自然発汗の起こる環境下で、各放射熱を上腕外側および腰部左右各２ヵ所（16ciii^ ）に照射し、

皮膚温を約5 ℃上昇させ、そのレベルを５分間維持した。その時の後半２分間の局所発汗

量を照射部および非照射部で換気カプセル法を用いて測定し比較した。

【結果】　いずれの波長においても局所加温によって発汗量は増加し、非照射部の対照発

汗量と照射時の発汗増加量の間にそれぞれ直線関係が認められた。遠赤外線照射時は、可

視光線に比べ、照射による発汗増加量が有意に増大した。上腕と腰の部位別にみると、腰

部の方が発汗量が大であったが、傾向は上腕と同様であった。これらの結果から。遠赤外

線の方が発汗量を増大させる能力が大きいことかわかった。
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旧的1入浴方法には茜易浴と蒸気谷・熟気谷の２眼頁がある。狛童は入浴について，

出浴後の処理，装核時間などを幟ljするために，昭和6 2, 6 3年に　濤易浴による，そ

の入涼時限出浴後の妙弘装薦条件か人体に与える景薄を報告してきた。本紺m. 熟

気谷による入丿徐埓限装筒条件などを厠ﾋさ也その人体生理反応について恨討した。

匹却瑚絡は成人女子3名。室内劇謡26±25X)。刻綴間昭和63年7～9

月。熱気谷装置には家賑1澗易サウナウェア（SHARP YS－201）を胞＼した。

被験者は　セミヌードで綿ワンt°ースを装着し　15分間の椅座安静保った後　ワンピー

スを脱衣し人丿谷する。熱気沼時間は15分，3 0分，40分の3条件とした。出浴後の

装着条件は　N:セミヌード. C:直後ワンピース核，C2．:2O分後ワンピース装首の

3条件とし，それぞれ60分間の椅咄安静を保った。測定項目は皮膚温11部(A 翻易

温。体重M少量腕白温冷感･防塞感である。

勧匍熱気浴中刻!協は約3 6～4 2℃に上昇し，出浴と障寺に急数に下降する。平均

皮膚温は　CoはCz・Mにm交し，出浴後のfgT量が小さく, C20では装首直後上昇し

装着効腰が認められた。直腸品は皮膚温に比べAi谷による上昇が遅れ入丿谷時間

4 0分＞30分＞15分の順に大きい傾向であった。また，体重洞抄量，腕白については

入r時闇40分＞30分＞15分の順に大きい。豺狼膚温ｘ温冷感,平均皮膚温ｘ快

適感温冷感×快適感について入浴中に相mが謳1められた。


